
平
均
年
齢
十
五
歳

こ
の
十
人
は
一
次
検
査

の
超
音
波
検
診
で
所
見
が

あ
り
、
細
胞
検
査
が
必
要
と

さ
れ
た
七
六
人
（
一
五
一
人

と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
す
。
）
の

中
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
男
性
三
人
、
女
性
七

人
で
平
均
年
齢
十
五
歳
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
も
汚
染
さ
れ
た
地
域

今
回
の
発
表
は
、
二
〇
一

一
年
十
月
～
二
〇
一
二
年

三
月
に
か
け
て
調
査
し
た
、

福
島
県
で
最
も
汚
染
さ
れ

た
浜
通
り
の
市
町
村
と
飯

舘
村
な
ど
阿
武
隈
高
地
、

中
通
り
田
村
市
、
伊
達
市
、

川
俣
町
な
ど
の
事
故
当
時

十
八
歳
以
下
の
子
ど
も
た

ち
三
万
八
一
一
八
人
分
の

検
査
結
果
で
す
。

本
年
度
分
超
音
波
検
査
、

「
結
節
・
の
う
胞
あ
り
」増
加

福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
健
康
管
理
検
討
委
員

会
に
提
出
さ
れ
た
本
年
度

分
調
査
結
果
も
載
っ
て
い

ま
す
。

第
一

次
検
査
の
超
音
波
に
よ
る

検
査
で
す
が
、
表
の
よ
う
に
、

「
結
節
・
の
う
胞
あ
り
」
の

割
合
が
、
本
年
度
検
査
（
②
、

③
）
が
、
昨
年
度
検
査
（
①
）

よ
り
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

一
年
の
差
で
す
が
、
時
間
が

経
過
し
て
病
変
が
進
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
と
非

常
に
心
配
で
す
。

《天恵の海》
２０１３（平成２５）年

２月 ２６日

第１２３号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm

《まった再処理分庫》
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag

県民健康管理調査 （調査時期・平成）
①

２３．１０～２４．３

②

２４．４～１１．１

③

２４．１１～２５．１

超音波検診 （地 域） 浜通り・阿武隈北部 福島市と周辺 二本松市など中通り

判定 項目 人 割合 人 割合 人 割合

A
A1 結節や嚢胞を認めなかったもの 24,469 64.2% 33,158 57.3% 19,870 53.5%

A2
５．０㎜以下の結節や２０．０㎜

以下の嚢胞を認めたもの
13,459 35.3% 24,367 42.1% 17,031 45.9%

B
５．０㎜以上の結節や２０．０㎜

以上の嚢胞を認めたもの
186 0.5% 314 0.4% 234 0.6%

C
甲形状から判断して直ちに２次

検査を要するもの
0 0.00% 1 0.001% 0 0.0%

検査実施総数（人） 38,114 100.0% 57,840 100.0% 37,135 100.0%

結節、のう胞あり

結節、のう胞認めず

64.2%

②
２４年度

４月～

③
２４年度

１１月～

57.3 53.5

調
査
時
期
（地
域
）毎
の

結
節
・の
う
胞
の
有
無
の
割
合①

２３年度

１０月～

35.8% 42.7 46.5

県
民
の
放
射
線
被
曝
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
福
島
県
健
康
管
理

調
査
検
討
委
員
会
は
、
二
月
十
三
日
、
十
八
歳
以
下
の
二
人
に
新
た

に
甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
り
、
昨
年
九
月
に
判
明
し
た
一
人
と
あ
わ

せ
三
人
に
な
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
に
調
査
し

た
浜
通
り
と
阿
武
隈
山
地
の
一
部
な
ど
、
十
三
市
町
村
の
三
万
八
一

一
八
人
に
つ
い
て
の
甲
状
腺
調
査
報
告
で
、
こ
の
三
人
の
外
に
、
七

人
を
「
が
ん
の
疑
い
」
あ
り
と
し
て
細
胞
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
は
、
平
常
で
は
「
百
万
人
に
一
人
発
生
」

と
い
う
大
変
珍
し
い
が
ん
で
、
今
回
十
人
も
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
尋

常
な
こ
と
で
は
な
く
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性

ヨ
ウ
素
な
ど
の
影
響
で
は
な
い
か
と
憂
慮
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

福島県 子どもの甲状腺検査 対象者 ３６万人（ 検査終了数 １３万３０８９人・２５年１月２１日時点 ）

（注）福島県 県土 １万３７８２ｋ㎡ 人口 約１９６万人（２０１２年） 人口密度 １４２人／ｋ㎡



ベ
ラ
ル
ー
シ
国
立
甲
状
腺

が
ん
セ
ン
タ
ー
統
計

菅
谷
市
長
は
左
図
の
「
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
小
児
甲
状
腺

が
ん
患
者
の
発
生
数
」
を
し

め
し
説
明
し
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

翌
年
か
ら
増
加

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
で

す
が
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国

と
の
国
境
近
く
に
あ
り
ま

す
。
事
故
に
よ
り
ベ
ラ
ル
ー

シ
は
深
刻
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
「
国
立
小
児
甲
状

腺
が
ん
セ
ン
タ
ー
」
は
急
増

し
た
小
児
甲
状
腺
が
ん
の

治
療
の
た
め
、
一
九
九
〇
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
場
合
、
事
故
の
八

六
年
に
は
二
例
だ
っ
た
小

児
甲
状
腺
が
ん
が
、
翌
年
に

は
新
た
に
四
例
、
八
八
年
に

五
例
、
八
九
年
に
は
七
例
と

増
加
し
ま
し
た
。
菅
谷
市
長

は
「
事
故
後
、
早
い
時
期
に

甲
状
腺
が
ん
が
発
生
す
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

注
意
深
い
診
療
が
必
要

八
六
～
九
七
年
の
小
児

甲
状
腺
が
ん
の
患
者
五
七

〇
人
の
う
ち
、
半
数
以
上
の

三
八
五
人
に
リ
ン
パ
節
転

移
が
見
ら
れ
、
一
六
・
五
％

に
当
た
る
九
四
人
が
肺
に

転
移
し
て
い
ま
し
た
。

甲
状
腺
が
ん
は
進
行
も

遅
く
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば

完
治
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
「
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
は
、
転
移
し
て
い
た
ケ
ー

ス
が
非
常
に
多
い
。
将
来
に

わ
た
っ
て
、
注
意
深
く
経
過

を
追
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
。
「
心
配
な
の

は
肉
の
か
た
ま
り
で
あ
る

結
節
。
一
人
一
人
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

半
年
に
一
回
の
検
診

ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
で

は
、
現
在
、
子
ど
も
達
の
甲

状
腺
が
ん
検
査
は
半
年
に

一
回
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅
谷
市
長
は

「
子
ど
も

が
甲
状
腺
が
ん
に
な
っ
た

場
合
、
何
年
も
治
療
や
検
診

を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
本

人
や
家
族
の
苦
し
み
は
深

い
。
現
地
の
往
診
で
、
そ
ん

な
姿
を
見
て
き
た
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
の
先
例
に
真
摯

（
し
ん
し
）
に
学
ぶ
べ
き

だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
立
医
大
の
鈴
木
真
一
教
授
は
、
福
島
の
小
児
甲
状
腺
が
ん
発
生
に
つ
い
て

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
最
短
で
四
～
五
年
経
っ
て
発
生
し
て
お
り
、
事
故
の
影
響
で

は
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
が
ん
の
発
生
は
、
福
島
原
発
事

故
の
放
射
能
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
常
識
的
判
断
。

昨
年
九
月
に
が
ん
が
一
人
見
つ

か
っ
た
時
点
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
現
地
で
甲
状
腺
が
ん
の
治
療
に
あ
た
っ

た
医
師
の
菅
谷
昭
松
本
市
長
は
、
事
故
と
は
関
係
な
い
と
す
る
検
討
委
員
の
見
解
に
対

し
て
「
即
断
は
禁
物
」
と
新
聞
紙
上
で
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
旨
を
記
し
ま
す
。

（
東
京
新
聞
九
月
二
七
日
号
か
ら
）

菅谷（すげのや）昭氏
長野県松本市長

医師で、チェルノ

ブイリ原発事故後、

現地で甲状腺がんの

治療に当たった。１

９９６年から５年

半、ベラルーシ国立

小児甲状腺がんセン

ターの活動に携わっ

た。

ふくしま集団疎開裁判の会 の 呼びかけ
福島も子どもたちが「集団疎開の権利」を求めて提

訴した裁判を支援する人々が、「仙台高裁裁判勝利、

2.23 新宿デモ の呼びかけ」を発表しました。

１、今、一番大事なことは、子どもの命を守ること。

被ばくを許さないこと。 甲状腺がんは子どもたち

の被ばく被害の氷山の一角であり、紛れもない危険

信号です。

２、今、一番大事なことは、今すぐ、子どもたちを危険

な被ばくから安全な場所に避難させこと 原発事

故の加害者である政府は、最大の被害者である

子どもたちを一刻も早く安全な場所に移しより

良い環境で教育を保障する義務があります。子

どもたちを守ることは「人権の最後の砦」です。

３、今一番大事なことは、チェルノブイリから学ぶこと。

旧ソ連は「チェルノブイリ住民避難の権利」を認

め「住民避難基準」を定めました。

脱
原
発
・金
曜
デ
モ

厳
寒
の
中
二
九
回
目

二
月
二
二
日
（
金
）
盛
岡
の
「
脱
原

発
金
曜
デ
モ
」
に
は
五
二
人
が
集
ま
り
、

氷
点
下
の
県
庁
前
緑
地
を
六
時
半
出
発
。

小
太
鼓
や
タ
ン
バ
リ
ン
な
ど
も
賑
や
か

に
盛
岡
の
中
心
部
を
歩
き
ま
し
た
。
こ

の
日
東
京
で
は
原
発
告
訴
団
の
東
京
地

検
へ
の
要
請
署
名
提
出
行
動
日
。

連

帯
の
意
思
を
伝
え
よ
う
と
声
高
ら
か
に

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

市
民
公
開
講
演
会

『放
射
線
被
ば
く
か
ら
身
を
守
る
に
は
』

～
基
礎
知
識
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
の
最
新
情
報
～

講

師

松
本
市
長
・
医
師

菅
谷

昭

氏

三
月
九
日
（
土
）
一
四
時
～
一
六
時

開
場
一
三
時
半

（入
場
無
料
・
先
着
八
〇
〇
人
）

会

場

岩
手
県
公
会
堂

（注）ベラルーシ共和国 国土 約２０万ｋ㎥

人口 約 ９６３万人（２００８年）

人口密度 ５０人／ｋ㎡


